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そうじゃ  議会だより

9

一
般
質
問

一
般
質
問

か
っ
た
か
、
見
直
し
を
含
め
て
協

議
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

�

（
市
長
）

財
政
問
題
に
つ
い
て

問

現
在
の
財
政
状
況
と
24
年
度

予
算
編
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答

厳
し
い
予
算
繰
り
が
続
く
と

い
う
認
識
で
対
応
す
る
。
全
体
的

な
構
想
と
し
て
、
各
部
が
前
年
対

比
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
で
編
成
す
る

べ
き
だ
と
思
う
。�

（
市
長
）

難
勧
告
を
矢
継
ぎ
早
に
発
し
て
い

っ
た
こ
と
な
ど
、
迅
速
に
対
応
で

き
た
。

　

二
点
目
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

で
あ
る
が
、
危
険
箇
所
に
対
す
る

適
切
な
対
応
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ

た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
自
主
防
災
組
織
が

で
き
て
い
な
い
地
域
の
脆ぜ

い

弱
さ
と

い
う
の
が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
、

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　

四
点
目
は
、
避
難
場
所
が
正
し

災
害
対
策
に
つ
い
て

問

台
風
12
号
の
対
応
に
つ
い
て

の
反
省
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

大
型
で
大
雨
を
も
た
ら
し
た

台
風
12
号
の
災
害
に
対
す
る
反
省

点
と
し
て
、
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。
一
点
目
と
し
て
、
迅
速
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
対
応

を
協
議
し
た
後
、
自
ら
が
現
場
に

行
き
、
高
梁
川
流
域
を
見
て
、
避

〈〈
丹
　

下
　
　
　

茂
〉〉

書
が
兼
務
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

各
学
校
に
一
人
ず
つ
配
置
で
き
な

い
の
か
。

答

現
在
13
校
で
兼
務
。
予
算
の

関
係
で
難
し
い
。�

（
教
育
長
）

問

人
件
費
が
か
か
る
の
は
承
知

し
て
い
る
。
現
在
、
図
書
館
の
指

導
も
あ
り
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
も
向
上
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

応
援
し
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

答

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

�

（
教
育
長
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

問

東
北
大
震
災
や
近
年
の
災

害
・
異
常
気
象
に
よ
り
、
国
民
の

関
心
が
原
子
力
へ
の
依
存
か
ら
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て
数
値
目
標

な
ど
を
含
め
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答

本
市
の
地
形
な
ど
に
合
っ
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
創
意
工

夫
し
て
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で

〈〈
頓

宮
　

美

津

子
〉〉

い
き
た
い
。�

（
市
長
）

問

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
本
市

に
は
採
算
性
が
あ
る
水
力
発
電
の

候
補
地
も
あ
る
。
ぜ
ひ
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

答

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い
て

問

学
校
図
書
館
の
役
割
は
、
以

前
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
い

る
が
、
本
市
で
は
学
校
図
書
館
司

小水力発電（山梨県都留市・「元気くん！」）

台風 12 号の影響で冠水した国道 180 号（作原付近）

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
解
を
持
っ
た

日
本
が
、
世
界
会
議
を
動
か
す
時

代
が
来
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
は
、
実
用
性
が
あ
り
、

費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
総
社
市
と
し
て
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

み
ん
な
で
研
究
し
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
い
け
ば
い
い
と
思

う
。

�

（
市
長
）

４
ト
ン
放
流
し
た
。

こ
れ
に
小
阪
部
・
河

本
・
千
屋
の
各
ダ
ム

の
放
流
で
毎
秒
２
千

ト
ン
を
超
え
、
加
え

て
空
か
ら
降
る
雨
で

高
梁
川
の
水
位
は
10

ｍ
33
㎝
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
は
下
流
は
ひ

と
た
ま
り
も
な
い
。

ダ
ム
の
放
流
調
整
を

求
め
て
い
く
。

�

（
市
長
）

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
、

地
産
地
消
、
雇
用
の
拡
大
、
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
方
策
を
研

究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答

基
礎
自
治
体
の
連
合
体
が
、

核
兵
器
ノ
ー
、
原
発
ノ
ー
だ
と
言

う
こ
と
が
、
こ
の
国
や
世
界
を
動

か
す
最
初
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
う
。

　

私
は
、
平
成
21
年
に
平
和
市
長

会
議
に
加
盟
し
た
。
核
兵
器
を
根

絶
、
拡
散
を
防
止
す
る
こ
と
は

我
々
の
務
め
だ
と
思
う
。
脱
原
発
、

る
の
か
。

答

草
田
入
口
の
道
路
と
橋
を
か

さ
上
げ
し
て
改
善
す
る
。
作
原
は

国
道
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
も
う
１
ｍ

高
く
す
る
よ
う
国
に
要
請
す
る
。

問

ダ
ム
の
放
流
が
被
害
を
大
き

く
し
た
。
気
象
庁
は
台
風
情
報
と

雨
量
を
き
め
細
か
く
発
表
し
て
お

り
、
ダ
ム
の
上
流
に
ど
れ
だ
け
の

降
雨
量
が
あ
る
か
計
算
で
き
る
。

そ
の
量
を
前
日
に
放
流
す
べ
き
だ
。

答
９
月
３
日
の
11
時
か
ら
12
時

ま
で
に
黒
鳥
ダ
ム
は
毎
秒
１
３
３

核
兵
器
、
原
発
に
対
す
る

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

国
際
的
に
も
、
日
本
の
中
で

も
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
世
論

が
高
ま
り
、
広
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
震
・
津
波
の
多
い
日
本
に

54
基
も
の
原
発
が
あ
る
。
福
島
第

一
原
発
の
事
故
後
、
原
発
に
替
わ

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

と
い
う
動
き
が
あ
る
。
太
陽
光
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
バ
イ
オ
マ
ス

〈〈
難
　

波
　

正
　

吾
〉〉

台
風
12
号
の
被
害
に
つ
い
て

問

水
内
河
原
か
ら
美
袋
、
下
倉

な
ど
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

が
被
害
を
受
け
て
い
る
。
復
旧
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
、
真

砂
土
を
配
給
し
て
修
理
す
る
と
協

議
会
と
契
約
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
方
向
で
対
応
す
る
。�

（
市
長
）

問

道
路
が
常
時
水
没
す
る
草
田

や
作
原
の
対
策
は
、
い
か
に
進
め

〈〈
西
　

森
　

頼
　

夫
〉〉 市役所玄関前での平和大行進の出迎え
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❶

❶

❶

❶

❸

❹

高瀬川ダム

三室川ダム

大谷ダム

河本ダム

湯野ダム
❷

新成羽川ダム ❶
梄井ダム❷

田原ダム

❸
大竹ダム

❸
槙谷ダム

❷
黒鳥ダム

千屋ダム

新見市

高梁市

総社市
高
梁

川

小阪部川ダム


